平成23年度東海・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修(物理・化学コース) by 森田, 俊夫
－29－
平成 23年度東海・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修
(物理・化学コース)
森田 俊夫(第二技術室)
1 はじめに
東海・北陸地区の国立大学法人等機関の技術職員に対し、その職務遂行に必要な専門的
知識及び技術等を修得させ、技術職員としての資質の向上を図るとともに職員相互の交流
に寄与する事を目的として、平成23年B月 31日から 9月2Hまで同守大学法人名古屋
工業大学を会場として標記研修が開催された。
この会場では物理・化学コースが設定され、この研修の特徴として受講者資格として機
器分析装置に“精通"する者又は取り扱っている者としているため、極めて高度な内容と
なった。
2，研修内容
次頁に示した日程表の通り研修の内容は講義、受講者の業務紹介、実習、及び実宵報告
であった。講義では研究設備の有効利用を図るため分子科学研究所が推進する相互利用の
全国的なシステム「大学連携研究設備ネットワーク」の概要、手続きの方法等の話であっ
た。この中で、「簡易予約ベージ」では当大学でも学内専用としてすぐにでも利用できるシ
ステムであった。
実習では7コース用意され、通常業務で使用している機器の研修をおとなった。報告者
はAコースの「有機化合物の構造解析Jを受講した。このコースは未知の有機化合物試料
をNMR(有機分子の水素、炭素の結合情報を得る)、MASS (有機分子の質量数を得る)、
及び元素分析(水素、炭素、窒素の含有量を得る)を使用して、その測定データから推定
構造を探ってし、く。特に、 NMRでは測定データから分子の結合状態を示す情報が複雑と
なり解析にかなりの時間を要したG
2 ~Hj はその解析結果をまとめ、 1 コース 30 分程度で報告し、その後、質疑応答で討
論も行った。
3 まとめ
今回の研修は日'W;の分析業務で使用する機器にしぼり、さらなる技術の向上を目指して
企阿きれた。そのため各コースでは2名から 3名の少数グループ。で内容の濃い研修であっ
た。今後、このような研修は中堅の技術職員が「極めて高度な」技術を身につける意味で
は有効な方法であった。
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平成23年度東海・北陸地区国立大学等技術職員合同研修(物理・化学コース)日程表
日程 平成23年 8月31日(水)-平成23年 9月2日(金)
会場 名古屋工業大学 1号館2階1129室、大型設備基盤センヲー(22号館)他
第 1日目 第 2日目 9周第 3日目
8月 31目(水) 9月 1日(木) 2日(金)
9:00 
9:00受付 9:00実習 9:00実習報告準備
9:30開講式 全7コー ス、 1日を通して同じ 2日目実習の
開会あいさつ コースの実習を行う。 プレゼンテーション資料の作成
30 副学長・技術GD増田秀樹 昼食休憩は12:00-13:00
写真撮影・オリエンテーション
10:00 ※学内端末の利用法 場所/担当者10:00 講義1 Aコース
『表面分析装置の紹介」 『有機化合物の構造解析』
30 22号館大型設備基盤セン宇一山本、谷山、瀧
大型設備基盤センヲー
1 :00 准教授 川口 健 Bコース11:00 講義2 「オージェ分析装置による
f機器・分析セン9ー における 半導体部品の解析」
30 共同研究のススメj 22号館大型設備基盤セン安一藤本
大型設備基盤センヲー
12:00 准教授 小野克彦 Cコース「極低温液体寒剤取扱い講習
昼食 および検出器冷却への応用と 昼食放射線観測」
13:00 
54号館低温室
13∞講義3 52号館物理学実験室 13∞実習報告
「大学連携研究設備 南口、塚田、武井
30 
ネットワークについて」 Dコース
「金属の定量分析」
分子科学研究所技術課 22号館大型設備基盤セン9ー
14:00 
主任 岡野芳則 大西
14∞講義4
「国立大学法人機器 Eコース
30 -分析セン9一会議について」 fEPMAによる鉱物の解析」22号館大型設備基盤セン宇一
技術グループ技術企画チーム 山崎
15:00 
チームリーダー玉岡悟司
15ポ00ス受';l講一生概プ要レ説ゼ明ンT ション Fコース
fX線光電子分光法による深さ
30 
方向分析と帯電補正の試み」
ポス告ーセッション 22号舘大型設備基盤セン告ー 15:30開講式
11号館2階202会議室 森口
16:00 
Gコース
fFIBを用いたTEM観察試料の
30 作製」セラミッヲス基盤工学研究セン聖一
17:00 
(岐阜県多治日見比市野) 
30 
17:30意見父換会
18:00 校友会館 rcafe salaJ 
